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１ 目的 

吉見町社会福祉協議会では、地域福祉活動計画をもとに地域福祉を推進しています。 

現在、少子高齢化が進む中、ひとり暮らし高齢者、高齢者のみの世帯、子育てにおいて孤立し 

ている世帯など、家庭を取り巻く状況も変化しています。また町民が抱える生活課題も多様化、

複雑化し、公的サービスだけでは対応できない社会問題が増加しています。 

こうした個人や地域の課題について、町民同士が議論し、課題やニーズを共有し、課題解決の

方法等を地域の力で見出すことが地域福祉推進のためには必要不可欠です。 

そこで、課題の明確化・共有化を図り、地域住民の方々と共に福祉課題の解決を図る場として、

地区懇談会を開催しました。 

２ 開催概要 

①参加者 

・福祉委員（区長）、民生委員・児童委員、ふれあい・いきいきサロン関係者、ボランティア、 

地域福祉に関心のある方 

②開催地域等 

地域 日時 場所 参加者数 

東地区 平成 28 年 2 月  6 日（土）  10：00～12：00 

福祉会館 

２階会議室 

33 名 

南地区 平成 28 年 2 月  6 日（土）  14：00～16：00 24 名 

西地区 平成 28 年 2 月 20 日（土）   10：00～12：00 44 名 

北地区 平成 28 年 2 月 20 日（土）   14：00～16：00 27 名 

合    計 128 名 

３ 地区懇談会の内容と方法

地区懇談会の内容は、身近な地域における分野毎の課題や問題点を出し合い、その中の最重要

課題を選び、自助・共助・公助のそれぞれの視点で解決策を導き出しました。また、地区懇談会

の方法は、グループワーク形式によるカードワークを実施しました。 

（テーマ）高めよう 地域力   

【分野】 

①近所付き合い等の地域の交流に関する課題

②高齢者を取り巻く課題 



≪懇談会の風景≫ 

【東地区】 

【南地区】 

【西地区】 

【北地区】 



東地区

①近所付き合い等の地域の交流に関する課題 

【Ａグループ】 

・地域の行事が少ない、参加者が少ない

・行事の参加者が限られている、協力が少ない

・集まる機会が少ない

・近くの住民との話し（交流）が少ない、交流が狭い

・若い人との交流が無い

・地域の子どもたちとの関わりが少ない

・自治会の加入者が少ない、自治会員の減少

・スムーズな世帯間の引き継ぎがない

・留守の家が多い、核家族化、ゴミの問題

・プライバシーの問題、連絡方法、

・雪かきについて

最重要課題：自治会に入る会員が減少している 

【Ｂグループ】 

・隣近所の付き合いがない、少ない

・隣近所の家族や顔がわからない

・交流の場が無い、あいさつが少ない

・近所の若い人、子どもの顔をしらない

・お節介おじさん、おばさんがいなくなった

・子どもが安全で、安心して遊べる場所が少ない

・子どもを怖くて、外に出せない

・公園に砂場等子どもが遊べるものを増やしてほしい

最重要課題：地域のコミュニケーションが少ない

【Ｃグループ】 

・近所同士の交流、付き合いが少ない

・地域の交流が少ない、催し物の参加も少ない

・口出しすると余計な事と思われる

・部落の役がなくなると、一切参加しなくなる

・最近、集金等が少なくなり、近所の様子がわからない

・空家の問題

・地域を支えるリーダーを育成する必要がある

・地域に高齢者が多く、仕事の面でも大変な時期がきている

最重要課題：近所との交流が減っている  

【Ｄグループ】 

・隣近所の声かけ、あいさつがない

・一人暮らしの方との付き合い

・生活の様子はわからない

・一人暮らし高齢者への目配り、声かけ

・認知症の理解

・公園に遊具が無い

・町内清掃時が地区で一番人が集まる。街角花壇の協力

機会を作り、美しい町づくりと散歩意欲の向上が必要

最重要課題：お茶飲みの場がない  

【Ｅグループ】 

・全体的な交流がない、（地域行事）、隣近所の方とのあいさつができない 

・近所の方の様子がわからない、高齢化・単身者の問題 

・地域に集まりの場所がない（高齢者の交流しやすい店もなくなった）、集まって話しあいやお喋りがしたい 

・自治会脱退希望者が出始めている 

・地震や火事に際、一人暮らしの心配 

・サロンに誘うが出てこない、サロンのマンネリ化、サロンがない 

・農家が多く働いているので、集まりの場を作りづらい 

・耳の不自由な方の把握、交流ができない                       ・介護情報がよくわからない 

・巡回バスをタクシー形式にできないか、巡回バスの乗り方、巡回バスの細分化 

最重要課題：話し合う場所がない（サロン）  



最重要課題 

【Ａグループ】・自治会に入る会員が減少している

【Ｂグループ】・地域のコミュニケーションが少ない

【Ｃグループ】・近所との交流が減っている

【Ｄグループ】・お茶飲みの場がない

【Ｅグループ】・話し合う場所がない

【Ａグループ】【課題】自治会に入る会員が減少している

自助 ・近所の人同士で声を掛け合うこと 

共助 ・行事を行って、みんなが話し合う場を作る 

公助 ・地区の相談を受けてほしい 

【Ｂグループ】【課題】地域のコミュニケーションが少ない

自助 ・進んであいさつをする、声かけをする 

・地域の催しものに積極的に出る 

共助 ・小さなイベントを積極的に設ける 

・昔からの地域のお祭り等を細々とでも続けていく 

・各サロンの活動状況の情報がほしい 

公助 ・あいさつ運動を行う 

【Ｃグループ】【課題】近所との交流が減っている

自助 ・あいさつを積極的に行う 

共助 ・祭り事の復活 

・地域行事を守る 

公助 ・声かけ、あいさつ運動を広める 

・趣味の会を充実させる 

【Ｄグループ】【課題】お茶飲みの場がない

自助 ・道端での立ち話し 

・声かけをする 

共助 ・集会所を開放する 

・共同作業を行う 

公助 ・お茶菓子代金の補助が欲しい 

・共同作業の補助金 

・公園を適正に管理してほしい 



【Ｅグループ】【課題】話し合う場所がない

自助 ・自分で動く 

・他人事にならず、自ら声かけを行う 

・一人でも二人でもいいから、やる 

共助 ・地域の人全体に、広く知らせる 

公助 ・会場費を安くしてもらう 

・地区懇談会を頻繁に開く 

②高齢者を取り巻く課題 

【Ａグループ】 

・一人暮らしの方への地域の支援について

・一人暮らしの方の確認ができない

・老人会の集まりがなくなった

・病気についての理解

・緊急時の医療体制の充実について

最重要課題：一人暮らしが増えてくるので、 

                 どのように支援していくのか

【Ｂグループ】 

・独居、高齢者世帯が増えている

・高齢者の単身世帯などの把握ができていない

・高齢者の状況がわからない

・気軽に訪ねられる場所がなくなってきた

・地域交流の場が少ない、祭りの縮小

・老人会も無くなり、高齢者の繋がりがなくなった

・高齢者の活躍の場がなくなっている

・高齢者と若い人の交流が無い

・介護をしている人達が各地域で話し合える場を設け

てほしい

・福祉に関する情報がわからない人が多い

最重要課題：高齢者の交流が少ない  

【Ｃグループ】 

・高齢者の単身世帯が多くなってきている

・老人会もなく、年寄り同士の交流が無い

・高齢化によって地区の老人の憩いの場として老人会の

活性化

・高齢者と話し合いができない

・高齢者と若い人とで一緒にすることがない

・交通の便が良くない

最重要課題：高齢者の交流の場が少ない 

【Ｄグループ】 

・高齢者の憩いの場がない

・お茶のみの場がない

・集会所で世間話等の機会

・新しく住んだ人と古い人との溝が感じられる

・高齢者世帯への訪問

・一人暮らし高齢者の家族の連絡先の把握

・変化の把握（体調、ゴミだしの状況等）

・出身地区の把握

最重要課題：近隣者のかかわり  

【Ｅグループ】 

・高齢者の食事、買物、通院、話し合い、家の手入れ、金融機関の手続き等

・高齢者の孤立化、話し相手

・外出手段がない、サロンに誘うが交通手段がない、高齢者の買物の足

最重要課題：外出手段  



最重要課題 

【Ａグループ】・一人暮らしが増えてくるので、どのように支援していくのか

【Ｂグループ】・高齢者の交流が少ない

【Ｃグループ】・高齢者の交流の場が少ない

【Ｄグループ】・近隣者のかかわり

【Ｅグループ】・外出手段

【Ａグループ】【課題】一人暮らしが増えてくるので、どのように支援していくのか

自助 ・近所との交流を密にしておく 

共助 ・困っている人を見たら、助け合うこと 

・老人同士で集会する場があるといい 

公助 ・リーダーの育成をしてほしい 

【Ｂグループ】【課題】高齢者の交流が少ない

自助 ・お互いの声かけ 

共助 ・気軽に集まれる場所をもっと作る 

公助 ・町で高齢者向けの催し物を企画してもらいたい 

・巡回バスを利用してもらいたい 

【Ｃグループ】【課題】高齢者の交流の場が少ない

自助 ・近所を散歩する 

共助 ・歩く、見守りを行う 

・老人会を復活する、老人との交流を増やす 

公助 ・補助金の支給、充実 

・支援をする人の育成 

・荒川荘の利用のアピール 

【Ｄグループ】【課題】近隣者のかかわり

自助 ・外出して近隣者とのかかわりを持つ 

共助 ・近隣が目を配る、積極的に関わる 

・高齢者の健康情報を住民で共有する 

・区長、区長代理、民生委員等の連絡を持つ 

公助 ・行政側が高齢者宅付近の家に協力を要請していただきたい 

【Ｅグループ】【課題】外出手段

自助 ・自分から声をあげる 

・近所へのお手伝いを頼む 

共助 ・日頃のコミュニティで頼みやすい関係を作る 

公助 ・巡回バスをもっと細かくする 

・タクシー券の発行 



南地区

①近所付き合い等の地域の交流に関する課題 

【Ａグループ】 

・近所との交流の問題

・地域行事等への無関心、地域行事の廃止

・若い人を誘っても出てこない、考え方が違う

・何かの役員以外の付き合いはほとんどない

・アパート等の住人との交流がない

・安心して子供が遊べる場が少ない

・仕事が忙しいため、暇が取れない

・共働力の問題

最重要課題：近所付き合いが少ない 

【Ｂグループ】 

・付き合いのある人以外はどんな人が住んでいるのか

わからない

・個人情報が重んじられる時代に、お互いを知る方法

がわからない

・地区の行事への参加の問題

・あいさつ

・以前は農家が多かったので、何をするにもまとまり

が良かったが、今はそれぞれ勤めが多くなった。

最重要課題：地域の集会などに出ないと地区の

人なのかどうか顔がわからない 

【Ｃグループ】 

・近所との付き合いがなくなった

・若い人が少なく、どこの人か名前などよくわからない

・カン拾い等地域の行事で出てくる人は決まっている

・畑仕事をしている人にあいさつをしても返事が返って

こない

・恥ずかしい事は言わない、かくす

・勤めの関係などで、近くでも顔を合わさない人もいる

・小、中学生があいさつをしてくれるが、どこの家の子

かわからないこともある

最重要課題：隣近所のことがよくわからない 

【Ｄグループ】 

・買物する場が近所からなくなって、人と会う機会が

少ない

・プライバシーが気になり、隣同士の会話が続かない

・近所の家族構成がわからなくなってきた。

・コミュニケーションが希薄になっている

（場所、時間が無い）

・地区の催し物が少ないので、多くの人が集まる機会

がない

・新年会が取りやめになった

・地域の行事に協力してくれる人（家庭）と全く参加

しない人（家庭）がある

・家族の少人数化、年齢の差もあり、地域となると一

層交流の場もなく、地域交流が難しい

・若年層と年配の交流が少ない

・世代を超えた交流の場（行事等）がない

・勤めている人が多いので、普段会う機会がない（特

に若い人）

・昔はとなり近所で子育てをすることがあったが、今

はない、子どもが少なくなっている

・交通状況が激しくなっているので、歩く人、散歩す

る人が少なく、会うチャンスがない

最重要課題：コミュニティが希薄になっている 



最重要課題 

【Ａグループ】・近所付き合いが少ない

【Ｂグループ】・地域の集会などに出ないと地区の人なのかどうか顔がわからない

【Ｃグループ】・隣近所のことがよくわからない

【Ｄグループ】・コミュニティーが希薄になっている

【Ａグループ】【課題】近所付き合いが少ないです

自助 ・地域の集まりには協力、参加する 

・散歩等の時あいさつする（例え返事がなくても） 

・字の総会（行事）等、積極的に参加する 

・病気にならないように気をつける 

・積極手に外に出る 

共助 ・道で会ったらあいさつをする 

・お祭り等のＰＲをする 

・用事がなくても寄る 

・人により口調に変化を持たせる（気持ちよく接することができるように） 

・多くの人が参加できる地域行事の創設 

公助 ・地域の祭り等に補助を行い、活性化させる 

・困りごとは社協などに相談するように進める 

【Ｂグループ】【課題】地域の集会などに出ないと地区の人なのかどうか顔がわからない

自助 ・記入なし 

共助 ・新規に地域に住む人達をどう取り込むか考える 

・地域でイベントを開催し、参加を促す 

公助 ・公民館祭り等、地区ごとに開催するイベントを増やしてほしい 

・イベントへの助成金を出してほしい 

【Ｃグループ】【課題】隣近所のことがよくわからない

自助 ・進んであいさつをする 

・イベントへの参加を呼び掛ける 

共助 ・誰でも参加できるようなイベントを作ったり、現在あるイベントを活性化

させたりする。 

公助 ・声かけ、あいさつ運動を広める 

【Ｄグループ】【課題】コミュニティーが希薄になっている

自助 ・自分から出ていく 

・積極的に近所とつきあう 

共助 ・班ごとのサロンを作る 

・地域で祭り等をやる 



公助 ・コミュニケーションが図れるような場所、援助がほしい 

②高齢者を取り巻く課題 

【Ａグループ】 

・集まって話をする場が少ない

・交流の場が限られている

・外との付き合いがなくなる

・老人同士の言葉かけがほとんどない

・日中ほとんど出歩かないので言葉を交わす事がない

・高齢者と若い人の共通するものがない

・家族がいない、高齢者を含む家族の減少

・病気等になった時の介護者の問題

最重要課題：高齢者世帯の増加  

【Ｂグループ】 

・どの家にお年寄りがいるのかわからない

・日中一人で居る事が多く、外に出ない

・声かけ

・高齢化で協力ができない

・電話が通じない

・障害者に対する援助やサービス

最重要課題： お年寄りが同居しているかどう 

か、家族構成がわからない

【Ｃグループ】 

・一人暮らし老人が増えつつあり心配

・高齢者と若い人の接点がない

・話し合う機会が少ない

・地域の活動に積極的な人と消極的な人の差が大きい

・参加意欲が欠乏（ｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ、ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ、新年会等）

・近所に話し相手になる人がいるとは限らない

・別世帯の親族の支援がないと思うように行動できない

人がいる

最重要課題：高齢者にとっての交通手段が少ない 

【Ｄグループ】 

・高齢者の交流の場が少ない

・一人暮らしや老老介護の家も多く、高齢者が話し相

手を見つけている

・後継ぎが近くに住んでいないので、何かあったら対

応できない

・空き家の管理

・歩行が弱くなり近所へ出られず、一人でいることが

多い 

・車等が乗れなくなった時に買物に行く手段がない 

最重要課題：核家族化  

最重要課題 

【Ａグループ】・高齢者世帯の増加

【Ｂグループ】・お年寄りが同居しているかどうか、家族構成がわからない

【Ｃグループ】・高齢者にとっての交通手段が少ない

【Ｄグループ】・核家族化

【Ａグループ】【課題】高齢者世帯の増加

自助 ・関心を持ち、家族で話し合う 

・普段から気にかける 

・声かけをする 



共助 ・お互いに様子（外観等）を見る 

・人が居たら声かけをする 

・家の様子、洗濯もの等がでているかを確認する 

公助 ・定期的な訪問 

・簡単な携帯電話を持たせる 

【Ｂグループ】【課題】お年寄りが同居しているかどうか、家族構成がわからない

自助 ・記入なし 

共助 ・直接対象の家庭で聞けないことも、親しくしている人から情報を得る 

公助 ・記入なし 

【Ｃグループ】【課題】高齢者にとっての交通手段が少ない

自助 ・交流を深め、一緒に出かける声かけをする 

共助 ・高齢者と若い人たちとの接点を作る 

公助 ・巡回バスの見直し（コースと本数） 

【Ｄグループ】【課題】核家族化

自助 ・お茶飲み友達を作る 

共助 ・近所の人たちの見守り、声かけ 

公助 ・シェアハウスを作る 



西地区

①近所付き合い等の地域の交流に関する課題 

【Ａグループ】 

・交流のある人とない人の差が激しい

・個別的な交流はあるが、地域全体の交流の場が少ない

・古くから住んでいる人は顔見知りでも、引っ越しして

きた人には声がかけづらい

・行事への参加者が決まっている（参加率低下）

・年齢差であいさつも少ない

・話しを聞きやすい人とそうでない人の自分自身の構え

方の問題

・自治会に入っていない世帯が増えている

・班長が大変なので自治会を抜けたい

・自治会に入っていないため、「来られても困る」、町か

らだと伝えても、信用してもらえない

・若い世帯が少ない

最重要課題：地域の交流が少なくなっている

【Ｂグループ】 

・人の名前、顔を知らない人が多い

・隣組の付き合いがない

・悩みを話せる場がない

・病気や入院等に気付かない

・地域の活動がマンネリ化になっている

・困っていることを告げられない

・若者と高齢者の交流

・子どもの遊びが見えない

・個人が優先になっている

・考え方の違いからトラブルがある

・ゴミの出し方を守らない人がいる

・集会所の有効活用、利用方法の提案

最重要課題：地域の交流の場が少なく、参加も

少ない

【Ｃグループ】 

・近所同士の話し合いの場、集まる場がない

・地域の人でも顔のわからない人が多くなった

・交流しようとする意識のない人がいる

・地域の活動に参加しない

・訪問しても出てこない家がある

・地域での若者の交流の場がない

・地域の活動（祭り等がない）

・地域のお祭りに行きたいが、若い人に遠慮してしまう

・役員の問題

最重要課題：近所同士の付き合いが希薄になって

いる

【Ｄグループ】 

・近所付き合いが以前と比べて少なくなってきている

・どの家にどんな人がいるか知らない

・字の行事があまりなく集まる機会がなくなってきて

いる、字の行事に参加する人が少ない

・地域内の人と話す機会がない

・会合に誘っても出てこない人がいる

・世代間の交流、年齢の差で交流が少ない

・自治会費を払わない

・自治会を抜ける人がいる

・あいさつもしない人がいる、声かけが必要

・いつ行っても留守で、連絡が取れない人がいる

最重要課題：イベントを行っても決まった人し

か出席しない 

【Ｅグループ】 

・イベントがない

・他の人との関わりをさける

・隣の人との交流はあるが、その他の人はわからない

【Ｆグループ】 

・独居なのか、家族と住んでいるのかもわからない

・あいさつ、声かけしても返事がない

・近所付き合いがあまりない人がいる



・プライバシー優先で家庭内が見えない

・子どもが少ない

最重要課題：交流の場が少ない

・昼間、外に出ている人がいない（ゴーストタウン）

・外に出たがらない人との交流が難しい

・若い人の名前や顔がわからない

・地域を支える若手が必要

・若い人と高齢者が参加できるイベントが必要

・団地の集まりなどでも参加者が決まってしまう、年々

少なくなっている

・自治会の役員になる人がいなくなっている

・自治会に入会しない、自治会の掃除に参加しない

・サロンに男性が来てくれない

最重要課題： 地域での接点がない 

最重要課題 

【Ａグループ】・地域の交流が少なくなっている

【Ｂグループ】・地域の交流の場が少なく、参加も少ない

【Ｃグループ】・近所同士の付き合いが希薄になっている

【Ｄグループ】・イベントを行っても決まった人しか出席しない

【Ｅグループ】・交流の場が少ない

【Ｆグループ】・地域での接点がない

【Ａグループ】【課題】地域の交流が少なくなっている

自助 ・地道に声をかけ続ける、声かけをして交流の場への参加を促す 

・自分自身がまず積極的に行事などへ参加する 

・一緒に地域の催しに参加する 

・自分の興味、趣味にあうものに参加する 

・回覧板や配布物を良く見て、参加できる内容は積極的に参加する 

共助 ・お互いに声を掛け合う 

・役割分担して担う 

・周知をして参加を呼び掛ける 

・行事を行う 

・地域の教えてくれる人などに参加してもらってサークル等を増やす 

（選択肢を増やす） 

公助 ・ふれあい、交流の重要性の促進 

・自治会が行う催しに対して補助金を出す 

・集まれる場などを提供してもらう 

・連絡、伝達を細かにする 

・公民館等を利用した地域行事の開催 



【Ｂグループ】【課題】地域の交流の場が少なく、参加も少ない

自助 ・積極的に参加する 

・溶け込もうとする意識が大切 

・役を持つことで、きっかけ作り 

共助 ・地域で集まる場を作る（催し物、お祭りなど） 

・子どもを巻き込んで、二世代、三世代のイベントを開催する 

（出店等の工夫、子どもの作品掲示） 

公助 ・世代を超えて一同に集まる場をなくさない（体育祭、ゴルフ大会等） 

・補助金 

【Ｃグループ】【課題】近所同士の付き合いが希薄になっている

自助 ・外出を心がける 

・積極的にあいさつする 

・趣味を持って交流する 

共助 ・声かけを意識的に行う 

・集会所を使った活動を増やす（昔遊びやお茶飲みの集まり） 

公助 ・地域活動運営支援の増額 

【Ｄグループ】【課題】イベントを行っても決まった人しか出席しない

自助 ・積極的に参加してみる 

共助 ・とにかく声をかけ続ける 

公助 ・社協、民生委員さんに訪問して相談に乗ってもらう 

【Ｅグループ】【課題】交流の場が少ない

自助 ・交流（サロン）があったら行ってみようと思う気持ちを持つ 

共助 ・サロンの周知徹底（天王山：ゴミ置き場４か所） 

・サロンのお知らせは自治会の回欄で行う（スタッフも呼び掛ける） 

・活動費を自治会からも補助してほしい 

・サロン等で楽しめる遊具等の種類を多くして、貸出してほしい 

公助 ・町はサロンに活動費を協力してほしい 

【Ｆグループ】【課題】地域での接点がない

自助 ・近所付き合いを大切にする 

共助 ・積極的に声かけ、見守りをする 

・人が集まる場作りをする（例えばサロン作り、楽しい場を作る） 

公助 ・体操の出前（出張）を依頼する、講演会等のイベント開催 



②高齢者を取り巻く課題 

【Ａグループ】 

・高齢者の集まる会（イベント）がない

・老人会に入らない人の交流の場

・老人会組織の拡充

・高齢者の憩いの場がほしい

・趣味を通じた老人組織がほしい

・一人暮らしで、畑や庭の手入れが困難

・一人世帯の増加、孤独死

・少し物忘れがある一人暮らしの方がいるが、本人はし

っかりしていると思っており周囲は心配、徘徊の心配

・高齢者世帯で介護に疲れきっている

・ゴミ置き場が遠い

・病院、買物など移動の不便さ

・車の運転ができなくなったら生活が困難になる

最重要課題：高齢者の移動手段の確保

【Ｂグループ】 

・関わりがなく、顔、名前がわからない

・高齢者の一人暮らし

・高齢者が元気なため世代交代がされていない

・「どうですか」に対し、「何とかできるから」の回答

・意見の違い

・子ども等に現状を伝えづらい

・足が不自由で出かけるのが苦手

最重要課題：家族と同居の高齢者への働きかけ

の方法

【Ｃグループ】 

・隣の行き来がない

・家族との交流が少ない

・老人会の加入者を増やす必要がある

・ゴミだしや買物が大変という声が増えてきた

・近所の見守りが必要

・自分の高齢を認めず、地域の集まりに参加しない

・健康年齢と平均寿命の差がある

・坂道があるので足元に気をつける

・地域で健康づくりについて話し合う行事等がほしい

・自分の体が思うように動かなくなった

最重要課題：高齢者世帯が増えている

【Ｄグループ】 

・高齢者に限らず、一人世帯が以前に比べ増えている

・高齢の方と接する機会がない

・家の中からあまり出てこない人がいる

・移動手段がなく、ひきこもりがちになる

・要介護の方は近所の人では支援が難しい

・地域内の要介護の方がどれくらいいるのかわからな

い

最重要課題：外出時の交通手段がない  

【Ｅグループ】 

・高齢者がどこに住んでいるかわからない

・一人暮らしの家庭への声かけ

・一人暮らしの方との交流

・訪問しても出てこない人がいる

・どこまで助けてもらえるかわからない

・オレオレ詐欺、防犯について

・介護者の話を聞く機会が必要

・交流の場が必要

最重要課題：交流の場に行くための交通手段

【Ｆグループ】 

・今後何かあった時にどう対応できるか不安

・高齢者の方が地域にどれだけ、また、その程度いる

のか地域住民で知らない人が多いと思う

・雪の日等、高台なので高齢なると車で外出できない

・歩けなくなっても車の運転をしている、外出が不便

・知らない人があいさつをすると怒る高齢者がいる

最重要課題：ゴミ出しが遠い  



最重要課題 

【Ａグループ】・高齢者の移動手段の確保

【Ｂグループ】・家族と同居の高齢者への働きかけの方法

【Ｃグループ】・高齢者世帯が増えている

【Ｄグループ】・外出時の交通手段がない

【Ｅグループ】・交流の場に行くための交通手段

【Ｆグループ】・ゴミ出しが遠い

【Ａグループ】【課題】高齢者の移動手段の確保

自助 ・日頃から散歩などをして、健康、体力の維持 

・積極的な交流、恥ずかしがらない 

・近所の人に頼れる関係を築いておく 

共助 ・本人に代わって、近所の人が支援する関係性を築く（代わって買物をする） 

・地区のボランティアの人の連絡方法を提示する 

・社協の支援システムを紹介する、情報提供 

公助 ・デマンド交通システムの導入 

・公共交通機関の充実（民間バスの通っていない所を探す） 

・ささえあい事業利用者で所得の低い人に補助金を出す 

【Ｂグループ】【課題】家族と同居の高齢者への働きかけの方法

自助 ・家庭内での話し合いをする 

・自分から外へ発信する（これが困っている、これはできる、まわりと比較） 

共助 ・配布物の手渡し 

・顔を見て、見守り 

公助 ・相談に対し、すぐに対応してくれる人・部署の充実（早期対応） 

【Ｃグループ】【課題】高齢者世帯が増えている

自助 ・近所に親しい人を作っておく 

・健康づくりに努力する 

・外出を心がける 

共助 ・パトロールを定期的に行う 

・隣近所の見守り 

・積極的な声かけ 

公助 ・出張健康診断を行う 

【Ｄグループ】【課題】外出時の交通手段がない

自助 ・自ら知り合い、近所の方にお願いする 

共助 ・近所の方ができる範囲で協力する 

公助 ・民生委員さんに相談する 



【Ｅグループ】【課題】交流の場に行くための交通手段

自助 ・自分から周りの人にサロンに行きたいと伝える 

・友達も誘う 

共助 ・サロンに行くときに動ける人が車で連れていく 

・声をかけて一緒に行く（歩いていく） 

公助 ・デマンド方式バスの導入 

・出前体操を増やす 

【Ｆグループ】【課題】ゴミ出しが遠い

自助 ・自分で出来ないときは行ってもらえるような関係を自分から作っておく 

共助 ・隣同士で気を配る。場合によっては手伝う 

公助 ・ゴミ置き場を増やす 

・どうしてもの時はサービスを利用する 



北地区

①近所付き合い等の地域の交流に関する課題 

【Ａグループ】 

・字の会合等での出席率が低い

・字の行事（天神講等）の人集め、存続

・憎まれ役がいなくなった、長老の役割

・若い人との交流の場がない

・個々が孤立している

・協力はしないが文句は言う

・ゴミがどこにでも（田畑等）捨ててある

・道路の見通しの問題

最重要課題：隣近所のつながりがなくなった

【Ｂグループ】 

・日中、家に居ない家庭が増えているため、交流が持

てない

・他地域からの転入者が近年多くなり、新住民との意

思疎通がうまくいかない

・若い人たちが少なく、交流がない

・家庭内のひきこもり

・個人の家のことをあまり知りたくない

最重要課題：後継者が転出してしまって、若い

人がいなくなる

【Ｃグループ】 

・交流の機会が少ない（常会、新年会、神社）

・自分に役がない場合、欠席する人が多くなった

・古い地域のつながりから新しいつながりへ変化できて

いない

・自治体での活動が減った

・近所の人と付き合いがなく、皆と会う機会がない

・一年中、顔も見たことが無い人が多い

・日常会話する機会がないため、情報が入らない

・若い人との交流がない、子どもの減少

・葬儀も家族葬が増え、近所付き合いがしづらくなった

・地域の交流を好まない人が多い

・通りいっぺんのあいさつで終わってしまう

・行事を計画しても参加者が限定されてしまう

・行事や集会に対し、無関心な人が多い

・地区としての行事が古い

・プライベートに関することは聞きづらい、個人情報

・お互いの様子が分からない、地域の理解ができない

最重要課題： 世代間交流がうまくできていない

【Ｄグループ】 

・近所の人達との交流の場が少ない 

・どこの人だかわからない 

・お互いに忙しいのでふれ合うチャンスがない 

・気軽に集まれる場がない 

・近所の人とのお茶の機会が少ない 

・地域の人同士、仲良くなれない 

・こちらからあいさつしても答えてくれない 

・若い人との交流が少ない 

・子育て世代との接点がないので若い人の顔がわから

ない 

・字の行事に参加が少ない 

・字の付き合いを拒んでいる人がいる 

・家での葬儀が少なくなり、近所の付き合いが疎遠に

なった 

・家庭内での話し合いが少なくお付き合いがしづらい 

・個人情報が付き合いの障害になっている 

最重要課題：生活様式が多様化し、近所の付き

合いが少なくなった

最重要課題 

【Ａグループ】・隣近所のつながりがなくなった

【Ｂグループ】・後継者が転出してしまって、若い人がいなくなる

【Ｃグループ】・世代間交流がうまくできていない

【Ｄグループ】・生活様式が多様化し近所の付き合いが少なくなった



【Ａグループ】【課題】隣近所のつながりがなくなった

自助 ・声かけを行う 

共助 ・声かけを行う 

・重要性を伝えていく 

公助 ・区長の権力強化 

【Ｂグループ】【課題】後継者が転出してしまって、若い人がいなくなる

自助 ・家庭で住みやすい環境を作る 

共助 ・地域の空屋対策 

・安心して住める地域づくり 

公助 ・町からの補助金をさらに多くもらいたい 

・給食費無料 

【Ｃグループ】【課題】世代間交流がうまくできていない

自助 ・会う機会が少ない中でも、まずはあいさつする 

共助 ・あいさつする（散歩やウォーキングで意識的に会う人全員にあいさつする） 

（あいさつ⇒気づかい⇒親切⇒ボランティア・援助へ） 

・町民あいさつ運動 

・参加しない人の原因を観察し考える 

・各年代や考えの近い人たちの交流の場を考える 

・現在の交流に参加を促進する 

公助 ・人、者、金の支援 

【Ｄグループ】【課題】生活様式が多様化し、近所の付き合いが少なくなった 

自助 ・返事がなくても積極的に声かけする

・家庭での世代交代を進めて地域行事に若い人の参加を促す 

共助 ・既存の行事に参加を呼び掛ける、誘い出す 

公助 ・字単位で団結して取り組む（気持ちが盛り上がる）行事を企画してほしい 

・小学校区で、地域別のイベント等の開催 

②高齢者を取り巻く課題 

【Ａグループ】 

・独居の家が多くなっている

・お年寄りとの交流の場、話しをする機会が少ない

・体調が悪くなった時の問題

・病気見舞いを嫌う

・一人暮らしの生活の支援

・家から出るのに交通手段がない

【Ｂグループ】 

・高齢者の集まることがない

・高齢者同士の会話が少ない

・高齢者だけの時間が心配

・家に閉じこもりがち

・地域の行事に参加できない（体がついていかない）

・子どもと高齢者が会う機会がない



・共同作業に出なくなり、付き合いから抜けてしまう

最重要課題：隣人の介入を嫌がる

・まわりの人の事を聞こうとしない

最重要課題： 

一人暮らしの高齢者にどのように対応するか 

一人暮らしの男性が増加傾向である

【Ｃグループ】 

・独居が増えている

・一人暮らしの方の交流が必要

・孤立住宅が増えてきているが誰も声かけ出来ていない

・核家族化による問題

・老老介護が増えてきた

・買物や通院が不便、生活のしづらさ

・買物難民が増加する

・認知症の恐怖

・スローガン行政で、安心できる福祉の姿が見えない

最重要課題：高齢者の孤立化

【Ｃグループ】 

・高齢者の集まる機会、場所がない

・話しをする機会、場所がない

・家族が居ても日中は一人で留守番状態、話し相手が

必要なのでは？

・老人会の解散

・ゲートボールの中止

・高齢者の仕事の延長とシルバー人材

・子どもの登下校を見守るボランティアの減少 

・老夫婦世帯の問題、買物等 

・家族の形態（親、子、孫）が崩れてきている 

・福祉メニューが増えたが、高齢者が利用しづらい場

合がある 

・引っ込み思案になっている 

最重要課題：独居老人、老夫婦世帯

最重要課題 

【Ａグループ】・隣人の介入を嫌がる

【Ｂグループ】・一人暮らしの高齢者にどのように対応するか

・一人暮らしの男性が増加傾向である

【Ｃグループ】・高齢者の孤立化

【Ｄグループ】・独居老人、老夫婦世帯

【Ａグループ】【課題】隣人の介入を嫌がる

自助 ・向こう三軒両隣で声かけを行う 

共助 ・回覧板は手渡し、メモを入れておく 

・必要最低限の情報は共有する 

公助 ・個人情報の取り扱いの方法の説明 

・災害時対応の明確化、簡素化 

【Ｂグループ】【課題】一人暮らしの高齢者にどのように対応するか 

                     一人暮らしの男性が増加傾向である

自助 ・近所で声をかけあう 

共助 ・地域の代表の区長と民生委員が定期的に様子を伺いに行く 

公助 ・地域ぐるみで連携を取り、行政と密にする 



【参考】 

【Ｃグループ】【課題】高齢者の孤立化

自助 ・高齢者へ声かけ、あいさつする 

共助 ・見守り、話しかけをする 

・高齢者向けサロンを開く 

・弱い高齢者に頼れる人（個人のサポーター）を用意する 

公助 ・ささえあいサービス事業の活性化 

【Ｄグループ】【課題】独居老人、老夫婦世帯

自助 ・自ら積極的に声を発信する 

・行事に積極的に参加していく 

共助 ・積極的に声かけする 

・サロン等、集まれる場所を提供する   誘い出す 

公助 ・福祉メニューのＰＲ活動と情報提供、周知徹底 

・近所の付き合いがない 

・交流、お茶飲みの場、機会がない 

・世代間の交流がない 

・隣近所のことがよくわからない 

・コミュニケーションが少ない 

★ふれあい・いきいきサロン 

★ボランティア活動、福祉教育 

★老人福祉センター  荒川荘 

★老人クラブ活動  等 

・孤立化、話し相手 

・一人暮らしの方等の生活の支援 

・高齢者世帯の増加 

・声掛け、見守り 

・外出時の交通手段 

・病院、買物の付き添い 

★ふれあい・いきいきサロン 

★ささえあいサービス 

★配食サービス 

★傾聴ボランティア 等  

★牛乳給食サービス 

★あんしんサポートねっと 等 

★ささえあいサービス 

★福祉移送サービス 

介護が必要になったら・・・ 
★居宅介護支援事業所 

★訪問介護事業所 

何かありましたら、お気軽にお問い合わせください・・・ 

                            吉見町社会福祉協議会（電話：５４－５２２８）



地区懇談会で話し合われた内容は、地域福祉活動計画の資料とするとともに、社会福祉協議会

の事業等に反映します。 

社会福祉協議会は、地域の皆様と手を携えて地域福祉を進めてまいります。 

誰もが安心して暮らせる吉見町になるように・・・ 

ご協力ありがとうございました。 


